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出題意図と解答例 
  



基礎化学 第１問 
 
[１]  
【出題意図】 
 化学反応の熱⼒学に関する基礎的な理解を問う． 
【解答例】 
（１）CH! + 2O" → CO" + 2H"O 
（２）∆#𝐻° = −891	kJ	mol$%, ∆#𝐺° = −817	kJ	mol$% 
（３）𝐸&'( = +817	kJ	mol$% 
 
[２] 
【出題意図】 
 化学反応速度に関する基礎的な理解を問う． 
【解答例】 

（１）[X])* = 1.0 × 10$+	mol	dm$+ 

（２）[X])* = 2.0 × 10$+	mol	dm$+ 
 
[３] 
【出題意図】 
 溶液の束一的性質に関する基礎的な理解を問う． 
【解答例】 

（１）𝐶 = 2.50 × 10$"	mol	kg$% 

（２）208 
  



基礎化学 第 2 問 
 
[１]  
【出題意図】 

ハロゲン元素の基本的な性質に関する知識を問う 
【解答例】 
（１）① ハロゲン ，② フッ素（F），③ 塩素（Cl），④ 臭素（Br），⑤ ヨウ素（I） 

⑥ ヨウ化⽔素酸（HI），⑦ 臭化⽔素酸（HBr），⑧ 塩酸（HCl），⑨ フッ化⽔素酸（HF）， 
⑩ オキソ酸 

（２）化学式 ㋐ HClO，㋑ HClO2，㋒ HClO3，④ HClO4 
酸化数 ㋐ ＋Ⅰ，㋑ ＋Ⅲ，㋒ ＋Ⅴ，④ ＋Ⅶ 

 
[２] 
【出題意図】 

⽔溶液中での酸と塩基の基本的な反応に関する理解を問う 
【解答例】 
（１）CH3COOH + H2O ⇄ CH3COO̶ + H3O+  
（２）[CH3COO̶] = [H3O+]であるため， 

Ka = [H3O+]2 = Ka[CH3COOH] 
̶log [H3O+]2 =  ̶log Ka  ̶log [CH3COOH] 

  2pH = ̶log Ka ̶log (1.00×10̶2) 
  2pH = ̶log Ka + 2 
  2×3.4 = ̶log Ka + 2 
  6.8 ̶2 = ̶log Ka 

  ̶log Ka = 4.8 
  Ka = 10̶4.8 mol L̶1  
（３）中和した段階では，CH3COOH はすべて CH3COONa になる． 

すなわち，[CH3COO̶] = 0.50×10̶2 mol L̶1 となる． 
この際，下記加⽔分解反応により，CH3COO̶から OH̶が⽣成する． 
CH3COO̶ + H2O ⇄ CH3COOH + OH̶ 

  この反応式の係数より，[CH3COOH] = [OH̶]となる． 
なお，酢酸の Ka は先の問題の解答から，10̶4.8 mol L̶1 であり， 
加⽔分解反応の平衡(塩基解離)定数 Kb は Kb = KW/Ka となる． 

  Kb = 1.00×10̶14/10̶4.8 = 1.00×10̶9.2 = [OH̶]2/[CH3COO̶] = [OH̶]2/0.50×10̶2 
  [OH̶]2 = 1.00×10̶9.2 × 0.50×10̶2 
        = 5.0×10̶12.2 
  2pOH = ̶log 5 + 12.2 
         = 12.2 ̶ 0.70 = 11.5 
    pOH = 5.75 
    pH = 14 ̶ 5.75 = 8.25 ≒ 8.3 
  



基礎化学 第３問 
 
[１]  
【出題意図】 
有機化合物の異性体，⽴体化学について問う． 
【解答例】 

（１）  
（２）化合物 C: S  化合物 D: R 
 
[２] 
【出題意図】 
⼆重結合をもつ有機化合物の異性体について問う． 
【解答例】 
（１）構造異性体  
（２）①〜③のいずれでもない  
（３）幾何異性体  
（４）同⼀分⼦  
（５）構造異性体 
 
[３] 
【出題意図】 
有機化合物の構造と性質の違いについて問う． 
【解答例】 
（１）c, a, b 
（２）b, a, c 
（３）a, b, c 
 
[４] 
【出題意図】 
飽和炭化⽔素の⽴体配座について問う． 
【解答例】 
（１）A：ゴーシュ形配座   B：重なり形配座   C：アンチ形配座    D：重なり形配座 

（２）C, A, B, D 

  

Br



基礎化学 第 4 問 
 
[１]  
【出題意図】 
PCR の基礎的な原理について問う． 

【解答例】 
（１）DNA ポリメラーゼ、耐熱性を有しているため． 
（２）92℃：DNA を変性させ 2 本鎖を 1 本鎖にする 

55℃：DNA にプライマーを結合させる 
72℃：プライマーを起点にして新たな DNA を合成する 

（３）（お） 
 
 

[２] 
【出題意図】 
アミノ酸の基礎的な知識を問う． 
【解答例】 
（１）グリシン  
（２）L  
（３）アスパラギン酸  
（４）グルタミン酸  
（５）リジン 
（６）アルギニン 
（７）ヒスチジン 
（８）チロシン 
（９）フェニルアラニン 
（１０）トリプトファン 
（１１）メチオニン 
（１２）システイン 
 
[３] 
【出題意図】 
酵素反応の基礎的な理解を問う． 
【解答例】 
（１）基質特異性 
（２）反応速度を決定する酵素・基質複合体の濃度が，基質濃度が⾼いとき⼀定に近づくため反応速度も

⼀定に近づく 
（３）酵素-基質複合体が形成される量が半分になるため，反応速度はすべての基質濃度で半分になる． 
（４）pH によって酵素の⽴体構造が変わるため（アミノ酸の電荷が変わることにより）pH によって酵素

活性が変化する． 


